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ペクチン醸酵に就いて鮮明
酷酸菌によるベクチン置の分解 (3)















(a)細胞、栄養細胞は何れも樟歌、両端は円味を帯び、 No1は長さ 20-6.0μ 巾 10-










l a) 1 % glucose肉、汁草案天斜面劃棋培養、何れも制面上に点綴般に colonyを生じ、試験
管下部のものは拡がって融合する.
( b) 1 % glucose肉汁寒天穿刺培養、械毛般に発育する.寒天は分裂しない.
( c) 1 % glucos~ 肉汁寒天扇卒時養、斜面培養の場合と類似した colony を生やる.~円
形、径1-2mm，や L隆起した colonyである.Clost. pectinovorumに較ペて黄色がかっ
た筑白色であり柔かい.
くd)1 % glucose肉汁液休婚養、何れも 1日後に瓦斯を発生し、白濁する. No 1は沈殻
[農学研究第40~島第 2 号 107-109頁 1952) (107) 
を生ぜ今、 No2は沈澱が1fS来る.
(e) litmus乳清、 5-6日後に資変した.
(f) 1 % gluco田 gelatin穿刺培養、何れも gelatinを液化せや.
(g)ペプトン水培養、共に繁殖しない.
C.生理的性質.
( a ) indol. glucose肉汁に7日培養したが、 indol限発生しなかった〉
(b)硝酸塩の還元、 Clost.pectino'(orumの場合と培養保件は同じ. 6日間培養したが亙
硝酸は抽出されなかった.






( g) macerationの作用、 1% glucose肉汁寒天の斜面上に滅菌した生の馬鈴薯切片を載
せ、周囲の寒天に菌を接種して培養したが何れも切片を包囲して繁殖したが macerationは超
らたかった.
(h)醗酵性糖類、 1%糖類、 0.5%ペプトシ、 0.2%K: HP04， 0.2% NaH! PO.， 0.1% Mg 
SO.， pH 6.5を培養液とした.arabino田， xylose glucゅ田， galactose， mannose， fructo舘，
malto田， sucro田， raffinose，α-rnethyI-glucoside， sa1icin， dextrin， glycogen， inulinより
瓦斯を発生する. rhamnose. glyc町in，erythrit， dulcit， mannit， sorbit， adonit及 pectin
〈ペクチシ酸Fを Njl0NaOH tz:溶解し pH6.5 K調節したもの〉には繁殖しなかった.
d-galacturon酸〈加熱せ守に殺菌し NaOHにて pH6.5に調節したもの〉を No1はよく
醗酵したが、 No2は醗酵しなかった.
第 7報遁補
口ost.pectinovorumの酵酸性糖類、 Clost;pectinovorum， No 1 t'C.勅て実験した埼養傑
件は前記のものと同じにした.arabino田， xylo田， glucose， galacto田， mannose， fructo田，
ma1to田， lacto田， sucrose， ra侃inose，sa1icin， dextrin， starch， inulin mannit を醸酵し





分離した酪酸菌は、 sporeの位置が terminalで mannit を醗酵しない点を除昔、大体
Clost. butyricum Prazmowski(りの性質を具備してゐる.
Clost. pectinovorumと異り馬鈴薯切片を macerateしない.ベグチγを醗酵したい.No 
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